
１．指定管理者（施設）の基本情報

２．事業の実施状況

３．利用者の満足度

（１）利用者アンケートの状況

（２）利用者等の意見交換会の状況

（３）利用者からの意見を反映させる取り組み

令和6年度　指定管理者の管理運営に関する評価シート

施設名 箕面市立光明の郷ケアセンター（老人デイサービスセンター）
指定管理者 社会福祉法人大阪府社会福祉事業団
指定期間 令和6年4月1日から令和10年3月31日まで

指定通所介護  　共生型生活介護　（定員31名）
通所型サービスＡ（定員3名）

市支出額 なし

サービス利用状況
延べ利用者数　　　　 7,969人　（前年比＋769人）　
1日平均利用者数　　　25.7人　（前年比＋2.4人）　　　　　　
事故件数　5件　重大事故　3件

支え合う暮らしの実現

運動だけでなく創作活動やおやつレク等、レクリエーション
のバリエーションを多くし、自由に選んでいただき、楽しん
でいただける機会を増やしました。できるだけ在宅生活が継
続できるよう、個々の状況に合わせた機能訓練を行い機能の
維持・向上に努めています。また希望者には夕食弁当の提供
も継続しており、栄養面のサポートも行っています。

介護予防と健康長寿の積極的な推進

ADLの維持・向上に向け機能訓練の内容を充実させるため、AI
歩行分析アプリを導入いたしました。歩行分析結果とアプリ
の提示する運動を機能訓練に組み込み、個別プログラムの充
実を図りました。またご自身の歩行の動画や点数で表された
評価結果を確認していただき、楽しく機能訓練に取り組まれ
るようになり、積極的でなかった方も参加されるようになり
ました。

共生型サービスの実施
相談支援専門員を通じて、必要に応じて共生型サービスの実
施を行っています。

施設概要

アンケートの結果概要
より良いサービス提供ができるよう、現状に満足せず事業所の質の向上
に努めていきます。ご利用者ご家族に満足頂けるよう、できる範囲での
ご要望にお答えしていきたいと考えています。

意見交換会の結果概要

取り組みの実施状況

新型コロナウイルスの感染予防対策を行いながら、ご利用者に楽しんで
いただけるよう、レクリエーションやイベントの企画をして行きます。
ニーズの多い機能訓練についてもアプリの導入や個別プログラムの提供
等、サービス向上に取り組んでいます。

項番１



４．収支状況（事業活動明細書より）

５．特別提案の状況

６．指定管理者の自己評価

【収入】　　　　　　74,562,026円

【支出】　　　　　　73,073,968円

【収支差】　　　     1,488,058円

ヤングケアラーへの食支援
（お弁当配達）

箕面市東部（施設から15分以内）において、夕食のお弁当を
無償で提供させていただいております。栄養面にも気をつけ
た、手作りで出来立てのお食事をお届けしています。

こども広場の開催

近隣小学校（東小学校）の生徒さんを対象に開催させていた
だいています。藍染体験や缶バッジ作り、ボッチャ体験等を
企画し、毎回10～15名の方にお越しいただいています。こど
も広場ではヤングケアラーの早期発見につながるようにも努
めています。

多世代交流行事の実施
小中学校への福祉体験の実施

豊川北小学校にて車椅子体験会を実施いたしました。様々な
車椅子の操作や送迎車への昇降を体験いただき、介護や福祉
に興味を持っていただくとともに、高齢者や障害者への気配
りの大事さに気付いていただけるように努めています。

引き続き、新型コロナウイルスの感染予防に努め、ここ数年中止としていたボランティア様にもお越し
いただくようにし、編み物や折り紙、書道等を体験していただきました。ご利用者様に楽しんでいただ
けるよう、日々のレクリエーションのバリエーションやイベントの企画を増やしました。また、歩行評
価アプリの導入等、個別機能訓練の内容を見直し、ご利用者様に楽しく継続して運動を行っていただけ
るような工夫を実施いたしました。このように、当デイサービスはレクリエーションも健康維持・向上
にも楽しく取り組んでいただけるデイサービスであるよう努めております。


